


































要約:本調査研究は、不妊治療施設の看護婦・助産婦等が不妊の患者・家族に提供する看

護の役割機能と関連要因および看護遂行上もっている問題認識の現状を明らかにすること

を目的とした。不妊治療実施施設で、不妊患者・家族の看護に関わっている看護者(責任

者およびスタッフ)を対象に自記式質問紙調査を行い、150 施設(56.8%)から回答があり、

責任者 150 部とスタッフ 963 部(50.7%)を回収した。分析の結果、看護の役割を構成する

因子として、不妊患者の相談にのる因子、不妊治療および医師と患者の間をつなぐ因子、

不妊患者に診療時の配慮をする因子、不妊(治療) と関連する職種・機関と共同する因子

の 4 つが抽出された。不妊治療における看護の役割得点のうち、得点が高かった項目は"

患者のリラックスをはかるための声かけ"や"患者に代わって医師に話す"で、得点が低か

った項目は”自助グループや相談機関の紹介"であった。看護の役割総得点および因子別

役割平均得点と勤務施設および看護者個人の属性、患者・自身・看護についての認識など

との間にいくつかの関連が認められた。看護職の感じているジレンマやストレスは看護上

の問題点とオーバーラップしている傾向かあり、対患者・家族に関すること、対組織・他

職種に関すること、看護支援に関することなどの側面があった。看護への示唆として、看

護者がコンサルテーションを受けられる体制、看護者間のネットワーキング、助産婦教育

における不妊の人々とその支援に関する学習、現任教育、倫理的視点に基づく患者・家族

の理解と対応(教育)を促進する必要があり、これらを含めた看護の基盤整備をはかる必要

がある。


